
品川コミュニティ・スクール

平成２７年、浜川中学校、鮫浜小学校、浜
川小学校の３校合同で、試験的に導入。活動
を通して、その有効性や推進していく上での
課題を洗い出し、本格導入につなげました。

5年間のあゆみ
令和3年3月31日発行

翌年の平成２８年、１５校で「品川コミュ
ニティ・スクール」は始まりました。
ここで、新しい仕組みに取り組んだ、鮫浜
小学校学校地域コーディネーター河出さんに
当時を振り返っていただきました。

３校合同で始まった校区教育協働委員会

連絡会では、さまざまな情報交換が行われた



発行・問い合わせ

品川区教育委員会事務局
指導課学校地域連携係

〒140-8715
東京都品川区広町2-1-36
TEL.03-5742-6595

品川コミュニティ・スクールについて、
ホームページで詳細をご紹介しています。

品川コミュニティ・スクール 検索

２年目に導入した学校には、準備研修
を行い、よりスムーズな導入が図られま
した。
学校地域コーディネーターも33名と人

数が増え、連絡会での内容もより実践的
な内容となりました。

パンフレットを作成するなど周知に力
を入れ始めました。

導入３年目。全校導入を機に、広く地域
に活動内容を周知する目的で「しながわ！
コミュニティ・スクール フェスタ」を開
催しました。
当日は、1,600名ほどの保護者・教員・
地域の方々が来場し、各校の取り組みにつ
いて説明を受けたり、企業や団体等の教育
プログラムを体験いただきました。

活動が定着し始め、登録学校支援ボラン
ティア数も2,000名を超えました。
校区教育協働委員会での「熟議」を通し
て、地域との連携活動や学校の課題を共有
する学校も増えてきました。
次のステップとして、この仕組みを持続
的にするために必要な施策を検討する段階
に入りました。

学校と外部人材をつなぐ機会となりました

導入５年目、全校導入から３年目の今
年度は、コロナ禍という制約があり、校
区教育協働委員会は回数を減らしたり、
時間を短くしての実施となりました。未
曽有な状況にどのように対処するか、話
合いが行われた学校もありました。

また、学校支援活動も縮小しての実施
となり、「つなぐ」ことを役割としてい
るコーディネーターとしては、難しい一
年となりました。

そのような制約の中でも「できるこ
と」を探し、「品川地域未来塾」に力を
注ぐ学校が多かったようです。

一方、出前授業などをオンラインで実
施することにチャレンジした学校もあり
ました。

教員と校区教育協働委員による熟議の様子

新しいツールにもチャレンジ

フェスタ
を機に作
成された、
品川CSの
ロゴマーク

今後も、学校の特色を生かして品川
コミュニティ・スクールを進め、地域
とともにある学校をめざしていきます。

準備研修では熟議を体験 教育の広場Vol.88


